
その近
くに住

んでい
るんで

　　の
あたり

ですよ
ね？

■■■
■■■

＠〇〇
〇〇さ

ん

てて住
所特定

しまし
た！(

^^)/

これか
ら会い

に行き
たいん

です

■■■
■■■

＠〇〇
〇〇さ

ん

今日は
気合い

入

お気に
入りの

メイク
でお出

【流行りのコスメ試してみた＃
３】

流行のってますアピールに必死
ｗ

一緒にできそなな簡バイト見つけたんだ限定だって！ (*^^*)

●●●●●

あーゴメンっ！あたしパスでいいや

URL 貼っておいたからすぐ申し込んでみてよ！××××××××＠△△

　え？笑
さすがにノリわるすぎいいじゃんやろうよ

ていうかさ、欲しいモノあるって言ってたから教えたのに断るとかなくない？

××××回視聴

なんか調子乗ってる？ｗｗうざ
ｗ

てないの気付いてないWW

※詳細は電話でのご案内に

★★★★☆
【おススメコメン

ト】

〇〇〇〇●〇〇〇
〇●

〇〇〇〇●〇〇〇
〇●

〇〇〇〇●〇〇〇
〇●

★★★☆☆
【おススメコメン

ト】

〇〇〇〇●〇〇〇
〇●

〇〇〇〇●〇〇〇
〇●

〇〇〇〇●〇〇〇
〇●

★★★★☆
【おススメコメン

ト】

〇〇〇〇●〇〇〇
〇●

〇〇〇〇●〇〇〇
〇●

〇〇〇〇●〇〇〇
〇●➡

ダウンロード

全冊無料で

お問い合せはコチラから

短時間で
高報酬を

今だけ！単発バイトでラクに

☎０００

新刊イチ
オシ

×

儲かるラクラク・初心者歓迎の

絶対に
ゼッタイ

￥××，×××～
日払い
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新型コロナワクチン 職域接種 開始へ
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で
は
干
魃
に
よ
っ
て
、
今
年
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

生
産
量
が
減
る
と
の
見
方
が
あ
る
▼
北
米
地
域
で

は
熱
波
が
発
生
。
49
・
６
度
を
記
録
し
た
カ
ナ
ダ

西
部
の
州
で
は
7
0
0
件
を
超
え
る
突
然
死
が
報

告
さ
れ
た
。
熱
波
は
山
火
事
を
引
き
起
こ
し
、
道

路
が
ひ
び
割
れ
、
電
線
を
溶
か
す
な
ど
生
活
イ
ン

フ
ラ
に
打
撃
も
与
え
て
い
る
。
国
内
で
は
毎
年
の

よ
う
に
大
雨
に
よ
る
災
害
が
相
次
ぎ
、
今
年
も
静

岡
県
熱
海
市
の
土
石
流
を
は
じ
め
各
地
で
被
害
が

発
生
し
て
い
る
▼
世
界
が
多
く
の
課
題
に
直
面
す

る
中
、
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
始
ま

る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
大
会
に
賛
否
両
論
は
あ
る
が
、

万
里
一
空
を
胸
に
努
力
を
重
ね
て
き
た
選
手
た
ち

に
は
等
し
く
応
援
の
拍
手
を
送
り
た
い
。
同
時
に

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
が
、
諸
外
国
の
実
情
、
独
自
の

文
化
、
人
々
の
営
み
に
思
い
を
寄
せ
る
機
会
に
な

る
こ
と
を
祈
り
た
い
。
選
手
た
ち
の
胸
に
は
、
母

国
へ
の
誇
り
が
あ
る
の
だ
か
ら
。

　

東
京
・
上
野
動
物
園
で
は
６
月
、
ジ
ャ
イ
ア
ン

ト
パ
ン
ダ
の
赤
ち
ゃ
ん
２
頭
が
誕
生
し
た
。
同
園

か
ら
伝
わ
る
そ
の
成
長
ぶ
り
に
注
目
が
集
ま
る
▼

海
を
隔
て
た
豪
州
で
は
、
希
少
動
物
を
め
ぐ
っ
て

心
配
な
話
題
が
あ
る
。
コ
ア
ラ
を
「
絶
滅
危
惧

種
」
に
引
き
上
げ
る
検
討
が
始
ま
る
と
い
う
。
豪

州
で
は
、
２
年
前
に
起
き
た
大
規
模
な
森
林
火
災

な
ど
で
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
の
コ
ア

ラ
の
約
３
割
が
死
ん
だ
▼
大
規
模
な
干か

ん
ば
つ魃
が
引
き

起
こ
し
た
森
林
火
災
は
野
生
生
物
だ
け
で
な
く
、

肉
牛
の
餌
と
な
る
牧
草
の
生
育
も
阻
害
し
、
２
年

が
経た

っ
た
今
、
そ
の
影
響
は
食
肉
の
価
格
の
高
騰

と
な
っ
て
私
た
ち
の
食
卓
に
及
ん
で
い
る
▼
異
常

気
象
の
影
響
は
世
界
各
地
で
広
が
り
、
ブ
ラ
ジ
ル

師
の
お
も
わ

　

想
ひ
得
が
た
く
な
り
行
く
か
。

　
　

寫
眞
の
み
眉　

見
お
ぼ
え
な
く
に

（「
春
の
こ
と
ぶ
れ
」
）

釈　

迢
空

「
七
月
十
七
日
」

　

ツ
イ
ッ
タ
ー
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
介
し
、
大
学
生
が

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
が

増
え
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
リ
ア

ル
な
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
減
っ
た
こ
と
も
一
因
の
よ
う
だ
。

本
来
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
で
あ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
便
利
で
楽
し
い

も
の
の
は
ず
。
し
か
し
、
軽
い
気
持

ち
や
、「
バ
ズ
り
た
い
」
と
い
う
気

持
ち
か
ら
の
投
稿
が
思
わ
ぬ
炎
上
を

生
み
、
犯
罪
の
加
害
者
に
な
っ
て
し

ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

　

一
方
で
、
日
常
の
様
子
を
画
像
投

稿
し
、
周
囲
の
景
色
か
ら
住
所
を
特

定
さ
れ
、
ス
ト
ー
カ
ー
被
害
に
遭
う

事
件
も
起
き
て
い
る
。
被
害
に
遭
う

と
長
期
間
、
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス

障
害
（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
）
に
苦
し
む
な

ど
、
負
う
傷
は
深
い
。

　

ま
た
、「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」や「
還
付

金
詐
欺
」と
い
っ
た
特
殊
詐
欺
で
、大

学
生
が
逮
捕
さ
れ
る
事
件
も
全
国
的

に
相
次
ぐ
。お
金
を
だ
ま
し
取
る
相

手
か
ら
現
金
を
直
接
受
け
取
っ
た

り
、Ａ
Ｔ
Ｍ
で
引
き
出
し
た
り
す
る

「
受
け
子
」と
い
う
役
割
が
多
い
。こ

う
し
た「
闇
バ
イ
ト
」の
多
く
が
Ｓ
Ｎ

Ｓ
上
で
勧
誘
さ
れ
て
い
る
。詐
欺
容

疑
な
ど
で
逮
捕
、起
訴
さ
れ
、法
廷
で

有
罪
判
決
を
受
け
る
と
学
生
生
活
や

就
職
だ
け
で
は
な
く
、そ
の
後
の
人

生
に
も
大
き
な
影
響
が
出
る
。

　

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た

め
に
は
、
具
体
的
な
ト
ラ
ブ
ル
を
知

り
、
自
衛
策
を
と
る
こ
と
だ
。
特
集

で
は
国
学
院
大
学
の
院
友
（
卒
業

生
）
で
上
尾
あ
お
ぞ
ら
法
律
事
務
所

（
埼
玉
県
上
尾
市
）
の
川
村
正
衡
弁

護
士
（
平
26
卒
・
122
期
法
）
に
実
例

と
防
止
方
法
を
聞
い
た
。

　

川
村
弁
護
士
は
「『
周
囲
の
友
人

・
知
人
し
か
見
て
い
な
い
だ
ろ
う
』

と
い
う
軽
い
気
持
ち
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利

用
し
て
い
る
人
が
多
い
が
、
実
際
は

不
特
定
多
数
の
人
の
目
に
触
れ
て
い

る
と
考
え
て
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

ネ
ッ
ト
と
い
う
閉
鎖
的
な
空
間
で
行

わ
れ
て
い
る
た
め
、
学
生
が
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
保

護
者
も
気
付
き
に
く
い
と
い
う
。

　

４
・
５
面
に
は
、
ト
ラ
ブ
ル
事
例

の
詳
細
や
、
相
談
窓
口
も
掲
載
し

た
。
夏
休
み
に
入
る
前
に
身
近
な
Ｓ

Ｎ
Ｓ
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
知
っ
て
ほ

し
い
。

４
・
５
面
に
関
連
記
事

　

国
学
院
大
学
は
７
月
26
日
か

ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
の
職
域
接
種
（
大
学
拠
点
接

種
）
を
開
始
す
る
。
本
学
渋
谷
キ

ャ
ン
パ
ス
を
会
場
と
し
、
１
回
目

を
26
日
か
ら
30
日
、
２
回
目
を
８

月
23
日
か
ら
27
日
に
実
施
す
る
。

接
種
に
は
モ
デ
ル
ナ
社
製
の
ワ
ク

チ
ン
が
使
用
さ
れ
る
。
接
種
対
象

は
▽
本
学
学
部
生
、
大
学
院
生
、

専
攻
科
生
、
別
科
生
▽
専
任
教
員

▽
常
勤
職
員
▽
兼
任
講
師
▽
本
学

の
キ
ャ
ン
パ
ス
運
営
に
関
わ
る
協

力
会
社
ス
タ
ッ
フ
な
ど
。
申
し
込

み
者
は
本
学
で
必
ず
２
回
の
接
種

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

予
約
の
受
け
付
け
は
、
７
月
20

日
ま
で
で
、
学
修
支
援
シ
ス
テ
ム

「
Ｋ

－

Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
Ｙ
Ⅱ
」
や
大
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
告
知
を

行
っ
た
。

　

運
営
責
任
者
は
「
接
種
は
あ
く

ま
で
任
意
で
、
強
制
す
る
も
の
で

は
な
い
。
家
族
と
相
談
し
て
判
断

を
」
と
呼
び
か
け
た
。

＃ＳＮＳトラブルと法律＃ＳＮＳトラブルと法律

大学生の基本のき
―その使い方、本当に大丈夫？―

「
コ
ロ
ナ
収
束
」

「
幸
せ
な
日
々
を
」

短
冊
に
願
い
乗
せ

渋
谷
川
で
七
夕
ま
つ
り

３
面
に
関
連
記
事

後
期
授
業
は
９
月
20
日（
祝
・
月
）か
ら
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る
。
な
か
で
も
単
な
る
推
量
と
さ
れ
て

き
た
助
動
詞
「
ま
し
」
に
後
に
反
実
仮

想
の
術
語
を
も
っ
て
称
さ
れ
る
用
法
を

指
摘
し
た
こ
と
は
高
く
評
価
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
日
本
語
史
上
、
明
治
期
に
は

ほ
ぼ
消
滅
し
て
い
た
「
の
」「
が
」
の

尊
卑
に
言
及
し
た
こ
と
は
、
そ
の
没
後

に
中
世
語
資
料
が
多
く
紹
介
さ
れ
て
尊

卑
の
研
究
の
進
展
を
促
し
て
い
る
。

　

大
正
12
年
７
月
に
病
床
で
「
古
事
記

に
於
け
る
特
殊
な
る
訓
法
の
研
究
」
で

本
学
第
１
号
の
文
学
博
士
の
学
位
を
受

け
た
が
、
18
日
、
病
の
た
め
51
歳
の
若

さ
で
没
し
た
。
遺
稿
は
高
弟
の
安
田
喜

代
門
・
静
雄
兄
弟
に
よ
っ
て
『
国
語
の

新
研
究
』『
国
文
学
の
新
研
究
』『
文
法

論
と
国
語
学
』
に
纏
め
ら
れ
て
い
る
。

和
歌
の
遺
作
も
多
く
、「
価
な
き
珠
を

い
だ
き
て
し
ら
ざ
り
し
た
と
ひ
お
ぼ
ゆ

る
日
の
本
の
人
」
は
『
源
氏
物
語
』
の

優
れ
た
価
値
を
詠
ん
だ
一
首
で
あ
る
。

文
学
部
教
授　

諸
星
美
智
直

　

国
学
院
第
１
期
生
と
し
て
明
治
26

（
1
8
9
3
）
年
７
月
に
卒
業
し
た
三

矢
重
松
（
1
8
7
２
〜
1
9
2
3
）は
、

文
部
省
大
臣
官
房
図
書
課
に
奉
職
後
、

官
を
辞
し
て
教
育
研
究
の
道
に
進
み
、

中
学
教
諭
を
歴
任
後
、
32
年
に
上
京
し

て
嘉
納
治
五
郎
の
運
営
す
る
亦え

き
ら
く楽
書

院
、
つ
い
で
改
組
し
た
宏
文
学
院
で
魯

迅
な
ど
の
中
国
人
留
学
生
に
対
す
る
日

本
語
教
育
に
従
事
し
た
。
そ
の
後
、
34

年
に
国
学
院
講
師
、
大
正
９
年
９
月
に

教
授
と
な
っ
た
。
文
法
・
源
氏
物
語
な

ど
の
講
座
を
担
当
す
る
と
と
も
に
商
議

員
と
し
て
芳
賀
矢
一
学
長
と
国
学
院
大

学
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
し
て
い
る
。

国
学
院
大
学
国
文
学
会
の
会
長
と
し
て

学
会
の
発
展
に
尽
力
し
、
ま
た
源
氏
物

語
全
講
会
を
創
設
し
て
自
ら
講
師
を
務

近
代
国
語
学
史
に
金
字
塔

「
最
後
の
国
学
者
」
三
矢
重
松

三矢重松の授業風景（大正５年）

（立科町提供）

ウガンダ五輪陸上選手団
蓼科寮で事前合宿
　東京五輪の陸上競技に出場するウガンダの
代表選手やコーチ８人が７月15日までに、同
国ホストタウンの長野県立科町での事前合宿
のため、町内の国学院大学の厚生施設・蓼科寮
に到着した。選手たちは27日までの滞在期間
中、新型コロナウイルス感染対策を徹底しつ
つ、標高約1500mの蓼科寮を拠点に同町内で
調整を重ね、大舞台に備える＝写真。
　立科町と学校法人国学院大学は平成30年
に連携協力のための協定を締結。事前合宿の
受け入れにあたって同施設を練習拠点とする
ための覚書を交わしている。
　本学では、学生らに募った寄せ書きを贈る
など、コロナ禍で接触が制限される中、選手
たちを後押しする。

子ども支援学科
遠足運営の校外実習を実施
　人間開発学部子ども支援学科の１年生が、
幼児教育における自然体験や外遊びについて
学ぶ専門教育科目「野外活動実習」（担当・
青木康太朗同学部准教授）の一環で、こども
の国（横浜市）での校外実習を７月３日、感
染対策を講じたうえで行った。
　今回の授業では「幼児向け遠足を企画す
る」というテーマが設けられ、学生たちは事
前の授業で企画立案の視点や安全管理、遠足
の運営方法などについてグループワークを中
心に学修を重ねた。当日は時折雨が降る中、
「遠足の事前実地踏査」として、各グループ
で企画した遠足プログラムの最終確認を実
施。学生たちは事前に用意したチェックリス
トを見ながら、遊具などの園内施設や移動経
路、休憩場所などを確認した＝写真。

第

回
35

国学院大学附属幼稚園園児ら
渋谷キャンパスを訪問
　国学院大学附属幼稚園（東京都杉並区）の
園児ら約50人が７月９日、渋谷キャンパスを
訪れた。園児たちは到着後、神殿を参拝。そ
の後は、本学博物館を見学し、学生食堂で園
児向け特別ランチを味わった。昼食後は、本
学学生による雅楽演奏と舞の鑑賞などを行い
＝写真、最後は大学マスコットキャラクター
の「こくぴょん」と交流。記念写真の撮影と
見送りを受け、園児たちは笑顔を弾ませなが
らキャンパスを後にした。

め
た
。
東
京
外
国
語
学
校
講
師
・
東
京

高
等
師
範
学
校
教
授
も
兼
ね
て
い
る
。

　

そ
の
学
問
は
文
法
学
を
中
心
に
国
語

・
国
文
学
の
多
岐
に
わ
た
っ
た
が
、
卒

業
論
文
「
源
氏
物
語
の
価
値
」
で
早
く

も
連
体
形
終
止
法
の
存
在
を
指
摘
し
て

い
る
。
院
友
の
教
師
の
多
か
っ
た
宏
文

学
院
で
は
複
合
辞
ま
で
学
べ
る
画
期
的

な
『
日
本
語
教
科
書
』
の
編
集
に
協
力

し
、
ま
た
『
國
學
院
雑
誌
』
に
連
載
し

た
「
口
語
の
研
究
」
は
明
治
30
年
代
に

な
さ
れ
た
口
語
文
法
の
体
系
的
な
記
述

の
嚆
矢
で
あ
り
、『
荘
内
語
及
語
釈
』

で
は
言
語
形
成
地
で
あ
る
庄
内
の
方
言

を
記
述
し
て
い
る
。
そ
の
主
著
た
る

『
高
等
日
本
文
法
』
は
近
代
文
法
学
史

上
、
大
槻
文
彦
の
『
広
日
本
文
典
』
が

国
学
に
よ
る
文
法
研
究
と
西
洋
の
言
語

学
と
折
衷
さ
せ
た
文
法
体
系
で
あ
る
の

に
対
し
て
、
中
世
以
来
の
日
本
の
伝

統
的
な
「
詞
」「
辞
」
の
概
念
を
踏
ま

え
て
「
独
立
詞
」「
付
属
辞
」
に
二
分

し
、
こ
れ
を
名
詞
・
代
名
詞
・
動
詞
・

形
容
詞
・
副
詞
・
接
続
詞
・
感
動
詞
の

七
詞
と
助
動
詞
（
動
助
辞
）・
て
に
を

は
（
静
助
辞
）
の
二
辞
に
分
類
し
て
い

三矢重松

地
域
連
携
へ
キ
ャ
ン
パ
ス
飛
び
出
す

地
域
連
携
へ
キ
ャ
ン
パ
ス
飛
び
出
す

「
渋
谷
川
七
夕
ま
つ
り
」開
催

　

短
冊
に
願
い
事
を
書
き
、
星
に
届

け
よ
う
と
い
う
伝
統
行
事
の
「
七

夕
」。
そ
の
前
日
の
７
月
６
日
、
渋

谷
駅
南
街
区
の
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー

ス
、
渋
谷
ス
ト
リ
ー
ム
稲
荷
橋
広
場

で
国
学
院
大
学
主
催
の
「
渋
谷
川
七

夕
ま
つ
り
」（
東
京
2
0
2
0
参
画

プ
ロ
グ
ラ
ム
公
認
）
が
、
徹
底
し
た

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の
も
と
で
開
か
れ

た
。
こ
れ
ま
で
も
日
本
文
化
を
発
信

す
る
一
環
と
し
て
、
学
生
が
浴
衣
を

着
て
過
ご
す
「
和
装
デ
ー
」
を
七
夕

に
あ
わ
せ
て
実
施
し
て
き
た
が
、
キ

ャ
ン
パ
ス
を
飛
び
出
し
、
誰
も
が
参

加
で
き
る
地
域
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開

催
し
た
の
は
今
回
が
初
め
て
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
対
面
授
業
や
サ
ー
ク

ル
活
動
、
地
域
と
の
交
流
な
ど
が
制

限
さ
れ
る
な
か
、
人
が
交
わ
る
こ
と

で
創
出
さ
れ
る
活
力
を
皆
で
共
有

し
、
地
元
の
活
気
を
取
り
戻
し
た
い

と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
併

せ
て
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
対
す
る
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

す
る
意
味
合
い
も
あ
る
。

　

会
場
に
は
ス
テ
ー
ジ
と
サ
ー
ク
ル

の
テ
ン
ト
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
た
。

ま
た
学
生
、
法
人
傘
下
校
の
生
徒
、

園
児
、
近
隣
の
保
育
園
児
ら
が
願
い

事
を
書
き
込
ん
だ
短
冊
が
吊
る
さ
れ

た
笹
飾
り
が
並
ん
だ
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
雅
楽
演
奏
、
朗
読

演
劇
の
上
演
な
ど
サ
ー
ク
ル
活
動
の

成
果
が
披
露
さ
れ
た
。
会
場
が
夕
闇

に
包
ま
れ
る
な
か
、
全
学
応
援
団
が

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
の
ち
、「
フ
レ

ー
フ
レ
ー
国
大
、
フ
レ
ー
フ
レ
ー
渋

谷
」
と
コ
ロ
ナ
禍
を
吹
き
飛
ば
す
勢

い
の
エ
ー
ル
を
送
り
、
七
夕
ま
つ
り

を
締
め
く
く
っ
た
＝
写
真
左
上
。
こ

の
模
様
は
地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ラ

ジ
オ
局
「
渋
谷
の
ラ
ジ
オ
」
が
生
中

継
し
、
地
域
に
熱
気
を
届
け
た
。

　

事
前
活
動
か
ら
運
営
を
サ
ポ
ー
ト

し
た
経
済
学
部
の
田
原
ゼ
ミ
（
田
原

裕
子
教
授
）
に
所
属
す
る
千
葉
彩
美

さ
ん
（
経
ネ
４
）
は
「
渋
谷
は
若
者

の
街
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、

実
は
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅

広
い
年
齢
層
が
暮
ら
し
て
い
る
。
あ

ら
ゆ
る
層
に
い
か
に
し
て
参
加
し
て

も
ら
え
る
か
が
今
後
の
課
題
だ
と
感

じ
た
」
と
話
し
て
い
た
。
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限定バイト

ゼッタイ儲かる！儲かる！
カンタン投資で資産をカンタン投資で資産を×× ××

限限限限限限定限定定定限定バイト限限定限定限定定定定限限定限定バ
カンタン投資で資産をカンタン投資で資産をトトトトトト 資産を資産を資産を資産を資産を産を資産ををををを

バイトの
新人ホン

ト

嫌いで辞
めれば

形式を選択して動画の設定してください

アップロードするファイルを
選択してください

➡

×
つぶや

く

公 開 設 定 ▼
公開

限定公開
非公開

公開予約

新規投稿
×

写真フォルダ内の項目▼

45 令和３年７月20日㈫　No. 703特 集 令和３年７月20日㈫　No. 703 特 集

　ＳＮＳを介した金銭トラブルは多い。コロナ禍で相次いだ
のが、個人事業主への経済対策である持続化給付金の不正受給
だ。詐欺グループに名義貸しをしたり、虚偽の申請をしたりした
10～20代の若者が詐欺容疑で書類送検される事件が起きている。
　また「オレオレ詐欺」や「金融商品詐欺」などを「特殊詐欺」
というが、特殊詐欺と認識せずに犯罪に手を染めてしまうこともあ
る。「オレオレ詐欺」などで、お金をだまし取る相手から現金を直接
受け取ったり、宅配便などで送られてきた現金の入った荷物を受け取
ったりする「受け子」という役目だ。特殊詐欺事件で逮捕される若者
の多くが、この「受け子」である。
　報道などによると、「ものを運ぶだけのおいしいバイトがある」などと
誘われ、軽い気持ちで犯罪に加担してしまうケースが多い。川村弁護士は
「末端の『受け子』は逮捕される確率が高い。アルバイト感覚でも法的には共
犯になる」と強調する。
　さらに最近目立つのが、マルチ商法まがいの勧誘被害だ。友人や先輩から「株や
仮想通貨の情報商材を買えば絶対に儲

もう
かる」などとＵＳＢメモリーに入った情報商材

を１本50万円程度で売りつけられるというケース。勧誘側は売りつけるたびに元締めの会社
から仲介料が入る仕組みで、ねずみ講に近い。「そもそも投資で絶対に儲かるというものはな
い。『絶対』という言葉は不誠実だと知ってほしい」（川村弁護士）　

　ＳＮＳを介した誹謗中傷トラブルは、発信する側は当初　ＳＮＳを介した誹謗中傷トラブルは、発信する側は当初
「まさかそんな大きなことにはならないだろう」と思ってい「まさかそんな大きなことにはならないだろう」と思ってい
るケースがほとんどだ。しかし、相手から慰謝料や損害賠償るケースがほとんどだ。しかし、相手から慰謝料や損害賠償
を請求される民事裁判に発展するケースもある。相手の社会を請求される民事裁判に発展するケースもある。相手の社会
的名誉をおとしめたとして、名誉毀損罪に問われる可能性も的名誉をおとしめたとして、名誉毀損罪に問われる可能性も
ある。ある。
　川村弁護士は「投稿する前に、内容が適切なものかどうか　川村弁護士は「投稿する前に、内容が適切なものかどうか
を考えてほしい。投稿後に削除しても拡散してしまう。もしを考えてほしい。投稿後に削除しても拡散してしまう。もし
訴えられた場合は弁護士に相談してほしい」と説明する。訴えられた場合は弁護士に相談してほしい」と説明する。
　また、「バイトテロ」といわれる、アルバイト先の商品や　また、「バイトテロ」といわれる、アルバイト先の商品や
器具などの備品を使ってふざける様子をＳＮＳに投稿して炎器具などの備品を使ってふざける様子をＳＮＳに投稿して炎
上する問題が起きている。川村弁護士は「悪ふざけ自体が論上する問題が起きている。川村弁護士は「悪ふざけ自体が論
外だが、仲間内でしか見られない設定だから大丈夫という気外だが、仲間内でしか見られない設定だから大丈夫という気
持ちで投稿しても、誰かにその内容が画像として保存され、持ちで投稿しても、誰かにその内容が画像として保存され、
拡散する可能性がある」と指摘する。拡散する可能性がある」と指摘する。
　一方、誹謗中傷の被害に遭うケースもある。勝手に自分の　一方、誹謗中傷の被害に遭うケースもある。勝手に自分の

名前を使われ、思ってもいない発言や不適切な写真を投稿さ名前を使われ、思ってもいない発言や不適切な写真を投稿さ
れる「なりすまし」被害が起きている。悪質なユーザーに絡れる「なりすまし」被害が起きている。悪質なユーザーに絡
まれ、まれ、執執

しつようしつよう
拗拗な嫌がらせを受ける被害も報告されている。な嫌がらせを受ける被害も報告されている。

　悪意ある投稿者を特定するためには、ＳＮＳの運営会社へ　悪意ある投稿者を特定するためには、ＳＮＳの運営会社へ
投稿者のＩＰアドレスの開示請求を行い、ＩＰアドレスから投稿者のＩＰアドレスの開示請求を行い、ＩＰアドレスから
判明したインターネット接続事業者へ契約者の情報を開示請判明したインターネット接続事業者へ契約者の情報を開示請
求することが必要になる。川村弁護士は「インターネットの求することが必要になる。川村弁護士は「インターネットの
通信記録には保存期間があり、各社によって異なるが３カ月通信記録には保存期間があり、各社によって異なるが３カ月
から半年ほど。被害にあったと気付いたら、投稿の画像を保から半年ほど。被害にあったと気付いたら、投稿の画像を保
存する、時系列を整理するなどしてすぐに大学や弁護士に相存する、時系列を整理するなどしてすぐに大学や弁護士に相
談し、ログが残っているうちに、開示請求する必要がある」談し、ログが残っているうちに、開示請求する必要がある」
と説明する。と説明する。
　このほか、ＳＮＳの運営会社に誹謗中傷があったことを通　このほか、ＳＮＳの運営会社に誹謗中傷があったことを通
報する方法もある。各社の削除基準を満たすと判断された場報する方法もある。各社の削除基準を満たすと判断された場
合、相手のアカウントを凍結することができる。合、相手のアカウントを凍結することができる。

　大学生がＳＮＳを介してどんなトラブルに巻き込まれているのか、なぜトラブルに発展するの
かその背景を見ていきたい。
　代表的なトラブルとしては①金銭②誹謗中傷③個人情報の特定と被害―が挙げられる。①の金
銭は仮想通貨などの投資詐欺の被害にあったり、「闇バイト」で特殊詐欺の犯罪に手を染めてし
まったりするトラブルだ。②は芸能人など著名人を誹謗中傷し、加害者になるケース。もしくは
意図していないのになりすましや、デマ投稿により、全く関係のない事件の加害者として扱われ
るなど誹謗中傷の被害者となる事案。③は日常の様子を投稿して、画像に映り込んだ風景や文章
から住所や行動を特定されてストーカーや空き巣の被害に遭うなどのケースだ。
　なぜトラブルに巻き込まれるのか。川村正衡弁護士は「大学生になって、アルバイトなどで交
友関係が広がり、入る情報が急激に増えることが影響しているのでは」とみる。コロナ禍で、対
面でのコミュニケーションをとることが難しくなり、ＳＮＳで交友関係を築く機会が増えている
ことも関係しているようだ。

　画像や日常の様子の投稿などで、住所や行動を特定さ
れ、ストーカー被害や留守中の空き巣被害にあう恐れもあ
る。スマートフォンのカメラの性能が向上し、高解像度で
映ることも影響している。
　例えば投稿した画像にマンホールのふたが映り込んでい
た場合は注意が必要だ。マンホールのふたは自治体が独自
のデザインを採用しているケースがあり、居住地を特定さ
れる材料になりうる。また、ＳＮＳに投稿された女性の顔
写真の瞳に映った景色を手掛かりに、住所を特定した悪質
な事件も。「投稿前に、この情報を出したら最悪の場合、
どう使われるかを考えてほしい」（川村弁護士）

に注意
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絶対儲かる
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ク

潜
む
リ
ス
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　ＳＮＳを介したトラブルは、学生時代だけではなく、就職活動やそ
の後の人生にも大きな影響を与える。例えば刑事事件に発展し、裁判
で懲役刑が確定する場合はもちろん、略式起訴で罰金刑を受けた場合
も「前科」はつく。国家公務員への就職や司法書士、宅地建物取引主
任者（宅建）といった国家資格の取得に制限がかかることもある。
　また、事件の加害者になり実名報道された場合、まとめサイトがつ
くられるなど、永遠にネット上に名前が残ってしまう。
　一方、被害にあった人は、心身のストレスはもちろん、報復や裁判
への不安など大きな傷を負う。
　川村弁護士は「トラブルに巻き込まれたら一人で抱え込まずに最寄
りの法律事務所などに相談してほしい」と呼び掛ける。
　保護者に向けても「保護者自身が利用するなどして、ＳＮＳの仕組
みを理解することも大切。学生がトラブルに巻き込まれているような
ら保護者から声をかけてほしい」と話している。

資
格
取
得
に
制
限
制
限
、

社
会
的
制
裁

社
会
的
制
裁
も

その後の人生への影響

▶各都道府県弁護士会
▶最寄りの弁護士事務所
▶市区町村役所相談窓口
▶法テラス（日本司法支援センター）

弁護士による法律相談（法律相談室）　※事前予約制

☎03-5466-0149
　まず学生相談室で状況、希望などを確認。必要に
応じ、定期的に本学に弁護士が来校し実施される法
律相談室へ紹介する。次回は８月26日予定。

大学外

大学内（学生相談室）
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かわむら・まさひら　平成26年に国学院大学卒業後、立教
大学大学院法務研究科を修了。28年に司法試験に合格。弁
護士法人てんとうむし法律事務所（埼玉県川口市）、むさし
の総合法律事務所（さいたま市）を経て令和２年７月に独
立。生まれ育った上尾市で上尾あおぞら法律事務所を開業。
【上尾あおぞら法律事務所】
〒362-0075 埼玉県上尾市柏座２-６-26 下里第二ビル３階

Profi le 川村正衡弁護士（平26卒・122期法）
上尾あおぞら法律事務所 代表弁護士（埼玉弁護士会所属）

儲儲儲儲儲儲儲儲儲儲儲儲儲儲儲儲儲儲儲儲儲儲儲儲儲儲儲儲儲儲儲儲儲
も うも う

詳細は本学HP「国学院大学メディア」に掲載
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トインフォダイジェス 内内容　日日にち　時時間　場場所　対対象　申申し込み　料料金　問問い合わせ
… 在学生　 … 保護者　 … 卒業生　 … 一般　 合合 … 受験生

大学からのお知らせ
７月１日からの大雨で
被害に遭われた皆さまへ

内 ７月の梅雨前線に伴う大雨により災害救助法が適用
された地域に主たる家計支持者が居住し、家計の急
変で今後の学業生活に支障をきたすおそれのある学
生は、保証人（保護者等）と相談のうえ下記の大学
各窓口までご相談ください。
対 対象地域については本学ＨＰで確認してください。
問▶ 学生生活課（☎03・5466・0145）
　▶ たまプラーザ事務課（☎045・904・7700）
　▶ 大学院事務課（☎03・5466・0142）

夏季休暇中の事務休止日および
事務取扱時間について

内 下記の期間、大学事務を一斉休止します。夏季休暇
中の事務取扱時間については、大学Ｈ
Ｐ（ＱＲコード）で確認してください。
日 ７月24日㈯～９月18日㈯の㈯・㈰・
㈷、８月10日㈫～20日㈮

令和４年度　大学院秋季入試

内 国学院大学大学院では、右表の日程で令和４年度の
秋季入試を実施します。詳細は、大学院ＨＰなどで
確認を。
問大学院事務課（☎03・5466・0142）

新型コロナ関連のお知らせ

内 新型コロナウイルス感染症と診断された方、疑
いがあると言われた方は、必ず保健室にメール
か電話で連絡をしてください。
▶保健室アドレスめhoken@kokugakuin.ac.jp
▶渋谷ＴＥＬ（平日９時～17時）
　☎03・5466・0148
▶ たまプラーザＴＥＬ（平日９時～16時30分）
　☎045・904・7660

感染が疑われたら保健室に連絡を

法学会懸賞論文募集

内 国学院法学会では学生懸賞論文を募集します。論文
テーマは法律学、政治学に関するもので、応募条件
は、①「日本語」で書かれたもの②応募は１ 人 １ 
編（共同執筆も可）③未発表のもの（ゼミ論で作成
した論文も応募可　※政治専攻のスタディ・ペーパ

ーを除く）などです。応募期限は令和
４年１月24日㈪午後３時です。詳細
は、大学ＨＰ（ＱＲコード）や募集要
項で確認を。
対本学法学部生
問法学会懸賞論文窓口
　（め law-kensyo@kokugakuin.ac.jp）

オンライン公開講座
「万葉集・源氏物語の生活と文化」

内 受講場所や時間帯を問わない、ビデオ会議システム
「Zoom（ズーム）」を使用したオンデマンド（録
画）配信による「オンライン公開講座」を新設しま
す。初回は「万葉集・源氏物語の生活と文化」をテ

イベント ーマに、上野誠・文学部教授（特別専任）ほかによ
る「万葉集（全５回）」、竹内正彦・文学部教授ほ
かによる「源氏物語（全５回）」です。
日 ９月１日㈬～30日㈭配信
料 万葉集（全５回）、源氏物語（全５
回）各１万1000円
申 申込専用フォーム（ＱＲコード）で８
月22日㈰まで受付中
問エクステンション事業課（☎03・5466・0270）

大学院　令和４年度秋季入試日程
研究科 区　分 専　攻 募集人員 願書受付期間 試験日・合否発送 手続期間

文
学

前
期

一　般
神道学・宗教学 10名

８月27日㈮　
～９月９日㈭

【試験日】
10月２日㈯

【合否発送】
10月６日㈬ 【一次手続】

10月12日㈫～18日㈪

【二次手続】
令和４年２月25日㈮
～３月４日㈮

文　学 15名
史　学 20名

留学生
神道学・宗教学

若干名

文　学
史　学

学内成績選考
神道学・宗教学
文　学
史　学

社会人
神道学・宗教学

【試験日】
10月６日㈬

【合否発送】
10月９日㈯

文　学
史　学

後
期

一般
神道学・宗教学

若干名

文　学
史　学

留学生
神道学・宗教学
文　学
史　学

社会人
神道学・宗教学
文　学
史　学

法
学
前
期

一般

法律学

５名

８月27日㈮　
～９月９日㈭

【試験日】
９月25日㈯

【合否発送】
９月30日㈭

【一次手続】
10月２日㈯～８日㈮

【二次手続】
令和４年２月25日㈮
～３月４日㈮

留学生
若干名学内論文選考※

学内成績選考※
社会人

経
済
学
前
期

一般
経済学

５名
留学生

若干名学内推薦
社会人

※法学研究科の学内論文選考および学内成績選考の秋季試験は、学部４年次在学者に限る　

第7回

名誉教授名誉教授    新富 康央新富 康央
しんとみ・やすひさ
学校法人国学院大学特別参事。
人間開発学部初代学部長、専門
は教育社会学、人間発達学。新し
い時代の子育て論には定評。

「
個
性
蛍
」よ
、飛
ん
で
い
け

〜「
真
の
」個
性
と
は
〜

　

５
月
号
の
「

そ
っ
た
く
ど
う
じ

啄
同
時
」
の

記
事
に
つ
い
て
、
貴
重
な
ご
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

「
子
ど
も
か
ら
は
、
お
せ

っ
か
い
と
言
わ
れ
て
も
、『

啄
』
を
忘
れ
な
い
親
鳥
で
あ
る

べ
き
と
い
う
趣
旨
は
理
解
で
き

ま
す
。
だ
が
、
今
は
個
性
尊
重

の
時
代
。
社
会
的
に
は
困
難
な

の
で
は
？
」

　

個
性
尊
重
の
子
育
て
に
つ
い

て
は
、
誰
も
異
議
を
挟
ま
な
い

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
こ
の
言

葉
の
真
の
意
味
は
あ
ま
り
吟
味

さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
結
果
、

社
会
的
混
乱
さ
え
起
こ
し
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

小
学
２
年
生
の
担
任
の
先
生

の
話
。
毎
日
の
よ
う
に
遅
刻
す

る
子
ど
も
の
親
に
電
話
で
注
意

を
し
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、

親
は
、
先
生
に
怒
鳴
り
返
し
ま

し
た
。「
遅
刻
す
る
の
は
、
子

ど
も
の
個
性
の
問
題
。
放
っ
て

お
い
て
く
れ
」。
で
も
、
笑
え

ま
せ
ん
。

　

某
大
手
新
聞
の
論
説
に
も
、

「
今
個
性
の
時
代
な
の
に
、
い

ま
だ
遅
刻
点
検
」
と
い
う
記
事

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

他
（
者
）
と
の
違
い
を
「
個

性
」
と
見
る
個
性
観
が
、
そ

こ
に
は
あ
り
ま
す
。
日
本
で

は
、「
個
性
」
と
言
え
ば
、「
他

（
者
）
と
の
違
い
」
と
い
う
側

面
が
、
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
国
際
的
に
は
、
個

性
と
は
他
と
の
相
違
の
問
題
で

な
く
、
実
は
主
体
性
の
問
題
な

の
で
す
。
つ
ま
り
個
性
と
は
、

他
者
の
誰
と
も
替
え
る
こ
と
の

で
き
な
い
自
分
の
「
よ
さ
（
絶

対
的
価
値
）
」
に
向
か
っ
て
一

生
懸
命
頑
張
る
こ
と
、
な
の
で

す
。
連
帯
の
中
で
輝
く
、
あ
る

べ
き
自
分
の
「
よ
さ
（
持
ち

味
）
」
に
向
か
っ
て
、
一
生
懸

命
頑
張
っ
た
結
果
と
し
て
の
個

性
尊
重
な
の
で
す
。

　

客
員
教
授
と
し
て
米
国
イ
ン

デ
ィ
ア
ナ
大
に
在
任
中
、
教
育

学
部
長
に
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
日
本
人
が
言
っ
て
い
る

『
個
性
』
と
は
、
単

に
表
面
的
、
表
層
的

な
見
た
目
の
違
い
の

こ
と
。
し
か
し
、
個

性
と
は
本
来
、
自
尊

感
情
の
こ
と
。
こ
れ

は
、『
ト
ラ
イ
（
や

っ
て
み
る
）、
チ
ャ

レ
ン
ジ
、
ガ
ッ
ツ

（
根
性
）
』
の
言
葉

に
代
表
さ
れ
る
。
米

国
で
は
、
子
ど
も
の

社
会
か
ら
、
こ
れ
ら

の
言
葉
が
消
え
よ
う
と
し
て
い

る
。
だ
か
ら
、『
個
性
づ
く
り
』

が
、
全
米
の
中
学
校
で
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
さ
れ
て
い
る
」
と
。

　

確
か
に
、
主
体
的
に
一
生
懸
命

頑
張
っ
た
結
果
と
し
て
の
違
い

4

4

4

4

4

4

4

4

を

保
障
し
よ
う
。
こ
れ
が
個
性
尊
重

の
子
育
て
で
す
。

　

自
分
の
「
よ
さ
」
は
、
か
つ
て

の
よ
う
に
「
品
行
方
正
・
学
業
優

秀
」
タ
イ
プ
だ
け
に
限
定
さ
れ
ま

せ
ん
。
そ
こ
は
、
多
様
性
（
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
）
な
の
で
す
。
個
性

尊
重
の
社
会
と
は
、
個
性
的
に
活

動
し
た
結
果
の
多
様
性（
違
い
）が

保
障
さ
れ
る
社
会
の
こ
と
で
す
。

　

先
日
、
優
勝
が
決
ま
っ
た
東
都

大
学
野
球
１
部
リ
ー
グ
最
終
戦

で
、
一
人
一
人
が
個
性
的
に
輝
き

な
が
ら
躍
動
す
る
本
学
硬
式
野
球

部
員
の
姿
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
神
宮
球
場
に
飛
び
交
う
個
性

蛍
た
ち
。「
個
性
蛍
よ
、
飛
ん
で

い
け
！
」
心
で
叫
び
続
け
ま
し

た
。

　近くて遠い？　遠くて近い？　そんな親の気持ちや子どもの気持ちを一緒に考えませんか？　新富名誉教授による子育てエッセーを隔月でお届けしています。読者の
感想や新富名誉教授への質問をお待ちしています。

Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ！
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団体・個人の成績
柔道部＝東京都ジュニア柔道体重別選手権の
男子の試合が７月３日、東京武道館（東京都
足立区）で行われ、15人が各階級に出場し
た。男子90kg級では、中村悠太選手（健体
２）が準優勝、中村俊太選手（健体１）が３
位に入ったほか、同66kg級では羽田野啓太
選手（健体１）が準優勝、同73kg級の阿久
津友春選手（法１）は３位だった。４人は９
月に行われる予定の全日本ジュニア柔道体重
別選手権大会に出場する。
陸上競技部＝第37回U20日本陸上競技選手
権大会が６月24～27日、ヤンマースタジア
ム長居（大阪市）で行われ、U20男子5000ｍ
で山本歩夢選手（健体１）が14分23秒78で
８位入賞を果たした。同1500ｍでは三潟憲
人選手（法１）が３分50秒76で10位だった。
ソフトテニス部＝関東学生ソフトテニス春季
リーグ戦が７月10～11日、千葉県白子町で
行われた。同部は所属する男子１部で３勝２
敗、勝ち点３で６校中３位。女子は２部で４
勝１敗、勝ち点４で６校中２位だった。２度
の延期を乗り越えて開催された今季は、入れ
替え戦を行わず、昇格、降格も生じない特別
ルールとなった。
卓球部＝第90回全日本大学総合卓球選手権
大会団体の部が７月１～４日、島津アリーナ
京都（京都市）で行われた。予選リーグを２連
勝で突破した女子は、決勝トーナメント１、
２回戦も快勝。準々決勝では関東学生１部所
属の東京富士大学に２-３で競り負け、６位
入賞となった。同大会での準々決勝進出は平
成30年度以来３年ぶり。男子は棄権した。

　大学駅伝日本一を決める秩父宮賜杯第53回全日
本大学駅伝対校選手権大会の関東地区予選会が６月
19日、相模原ギオンスタジアム（神奈川県相模原
市）で行われた。前回大会９位でシード権を逃し、
３年ぶりの予選会出場となった国学院大学陸上競技
部は、出場した８選手が積極的に上位に挑む走りを
見せ、２位で７年連続の本戦出場を決めた。
　予選は各校２人ずつ４組に分かれ計８人が１万ｍ
を走り、合計タイム上位７校が本戦出場となる。レ
ースは時折風が強く吹く中、午後５時にスタート。
１組目に出場した中西大翔選手（健体３）は600ｍ
付近で飛び出すと、後続と大きな差をつけて独走
＝写真。２位以下に10秒以上の差をつけ29分21秒
70でゴールした。３組目ではルーキーの平林清澄
選手（経営１）が8000m過ぎにスパート。ゴール
目前に後続にかわされるも３位（29分14秒55）に
入る活躍をみせた。
　１組目で１位に入りチームに勢いをつけた中西選
手はレース後のインタビューで、「もう少しタイム
差を稼ぎたかったが、トップでゴールすることが自
分の役目だったのでうれしい。故障明けで不安もあ
ったが、払拭できる走りができた」と自信を見せ
た。
　本戦は11月７日、愛知・熱田神宮から三重・伊
勢神宮までの全８区間、全106.8kmで行われる。

に
、
自
身
の
想
像
力
を
育
む
こ

と
に
も
繫
が
っ
て
い
く
。
物
事

を
客
観
的
に
見
る
鍛
錬
に
も
な

る
だ
ろ
う
。
多
く
の
伝
統
芸
能

に
触
れ
、
結
果
と
し
て
落
語
が

最
も
面
白
い
と
感
じ
て
く
れ
れ

ば
私
と
し
て
は
一
番
う
れ
し
い

こ
と
だ
。
日
本
文
化
の
研
究
が

充
実
し
て
い
る
本
学
の
学
生
な

ら
、
な
お
さ
ら
こ
の
伝
統
文
化

体
験
に
ト
ラ
イ
し
て
も
ら
い
た

い
。 

（
談
）

も
言
わ
れ
る
。
廃
れ
る
こ
と
な

く
根
強
い
人
気
を
博
し
て
い
る

の
に
は
、
い
く
つ
も
の
楽
し
み

方
が
あ
る
か
ら
だ
。
パ
ロ
デ
ィ

ー
の
原
作
を
探
る
の
も
、
そ
の

一
つ
だ
ろ
う
。
落
語
で
は
話
の

一
部
分
が
日
本
の
古
典
芸
能
や

古
典
文
学
な
ど
の
パ
ロ
デ
ィ
ー

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
し
ば
し

ば
あ
る
。
だ
か
ら
古
典
芸
能
な

ど
の
知
識
が
あ
れ
ば
、「
あ
ー

っ
、
聞
い
た
噺は

な
し

の
原
作
は
あ
の

古
典
だ
な
」
と
い
っ
た
思
い
を

巡
ら
す
こ
と
も
で
き
る
。
よ
り

深
い
楽
し
み
方
が
で
き
る
と
い

う
わ
け
だ
。
そ
こ
で
古
典
芸
能

な
ど
伝
統
文
化
に
広
く
触
れ
る

こ
と
を
薦
め
た
い
。

　

私
が
受
け
持
つ
授
業
で
は
落

語
の
歴
史
な
ど
に
は
じ
ま
り
、

落
語
か
ら
見
た
江
戸
文
化
、
講

談
や
浪
曲
と
落
語
の
違
い
な

ど
、
で
き
る
だ
け
分
か
り
や
す

く
多
く
の
切
り
口
で
説
明
す
る

こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
。
こ
う

し
た
授
業
で
得
た
知
識
を
ベ
ー

ス
に
能
、
狂
言
、
歌
舞
伎
な
ど

古
典
芸
能
や
伝
統
文
化
に
一
通

り
触
れ
、
難
し
い
言
葉
に
突
き

当
た
っ
た
ら
、
そ
の
意
味
や
語

源
の
探
求
な
ど
へ
と
掘
り
下
げ

て
い
っ
て
ほ
し
い
。

　

伝
統
文
化
に
広
く
触
れ
る
こ

と
で
、
豊
か
な
日
本
文
化
の
本

当
の
姿
が
見
え
て
く
る
う
え

さんゆうてい・ゆうきち
本名・能條正美（のうじょう・まさみ）
　国学院大学では日本文学を学び、卒業後に三
遊亭遊三師匠に弟子入り。遊吉として昭和61年
に二ツ目、平成６年に真打に昇進。22年から本
学文学部兼任講師。公益社団法人・落語芸術協
会理事。７月21日から30日まで新宿末広亭七
月下席に出演予定。

取材協力：国学院大学院友会
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順位 大学名 総合タイム
1 東京国際大学 3：56：39
2 国学院大学 3：56：47
3 法 政 大 学 3：57：14
4 拓 殖 大 学 3：57：17
5 中 央 大 学 3：57：17
6 中央学院大学 3：57：23

順位 大学名 総合タイム
7 日本体育大学 3：57：47
以上、全日本大学駅伝出場権獲得
8 駿河台大学 3：58：16
9 国士舘大学 3：58：51
10 山梨学院大学 3：59：07

以下省略

３年ぶりの予選会２位通過
―全日本大学駅伝

陸上競技部
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総合結果
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部員の半数は４年生の危機
鍛錬で身を守り 心を磨く

情報をお寄せください

　「部員の人数が足りず、団体戦に参加できない」「人数がそろわなくて演奏ができな
い」など少人数で困難を抱えながら活動を続ける大学公認部会の情報をお寄せください。
今後不定期連載で紹介していきます（紙面の都合などにより紹介できない場合がありま
す）。 【問】広報課（めkouho@kokugakuin.ac.jp）

少林寺拳法部

　渋谷キャンパスの多目的フロア。広々とした畳敷
きの道場で３人の少林寺拳法部員が稽古を続けてい
た。先頭に立って声を出す副将の門田あみさん（法
３）は「人数が少ないので練習に活気や迫力が欠け
る」と話す。部員は９人だが５人が４年生と半数以
上を占める。３年生が２人、１・２年生は１人ずつ
という現状に「来年が心配」と門田さん。
　少林寺拳法は、昭和22年に日本国内で始まった
武道だ。「空手道と合気道のいいとこどり」（門田さ
ん）と言うように、突きや蹴りなどの剛法と投げ技
・固め技などの柔法などからなる。中学生の時に少
林寺拳法部の顧問だった恩師に誘われて始めたとい
う西館幸祐さん（法２）は、部内唯一の２年生。
「身長や体格差があっても、小柄な人が相手を倒す
ことができる。運動経験や体力がなくても続ければ
心身が鍛えられている。おかげで受験も乗り越えら

れた」と鍛錬の成果を口にする。
　部員たちのモチベーションの一つは、昇級、昇段
だ。初段の門田さんは「卒業までに二段になりた
い」と話す。昇級・昇段試験では、受験する級や段
によって課される演武が違うため、部員たちの練習
メニューも変わってくる。「２人一組の練習が多い
が、人数が少ないので個々の課題に合った練習がな
かなか一度にできない」（門田さん）と試行錯誤が
続く。
　部員は、大学入学後に少林寺拳法を始めた人が半
数だ。「少林寺拳法は護身術。高校では文化部だっ
たが体を鍛えたい、武道をやってみたいと入部する
人もいる。女性のなかには、自分で自分の身を守り
たいという理由で入る人が多い」と話す門田さんは
「女子学生の仲間を増やしたい」と目を輝かせた。

少林寺拳法部
　練習は、渋谷キャンパスで週３日（水・金・
土）。18時から21時まで。基本動作の突きや蹴り
の練習、単独演武の練習のほか、防具をつけて突き
や蹴りの練習をする。男女ともに部員を募集中。
▶Twitter：@kokudaishorinji
▶ Instagram：＠kokudaishorinji

少数精鋭

　「４年生がチームを引っ張ってくれた」。11年ぶ
りに東都大学野球１部リーグで優勝を決めた直後の
記者会見で、福永奨主将（健体４）は胸を張った。
平成22年秋の初優勝以来、幾度となく優勝争いを
演じながらも先輩たちが手にできなかった優勝旗。
その大きな壁をどのように乗り越えてきたのか。選
手、監督の声から答えを探る。
　「11年ぶりの東都優勝はうれしい。昨年秋の新
チーム立ち上げ当初は、優勝できるかわからなかっ
た」と福永主将は振り返る。秋のリーグを３位で
終え、新チームがスタートした昨年11月のチーム
状況について「最悪だった」「入れ替え戦も意識し
た」と４年生は口をそろえた。
　「合宿所での生活や、周囲への気遣い、心配りは
よくなかった」と話す髙山匠主務（健体４）。選手
たちの意識を変えようと、川岸正興学生コーチ（経
４）とチームの方向性を話し合ってきた。「どこか
下級生任せの部分があった」（川岸学生コーチ）と
いう４年生を中心に部員たちは「しつこいくらい」

（髙山主務）ミーティングを重ねてきた。鳥山泰孝
監督はそうした学生たちを「福永、川岸、髙山の３
本の柱が言葉と姿勢でチームの方向性を一つにして
くれた。個性とチームの組織力が調和してきた」と
みている。
　成長の証しは、リーグ戦のベンチからも感じられ
た。「一番声を出してます」と断言する山本ダンテ
武蔵選手（経４）や川岸学生コーチを中心に活気あ
る声が、グラウンドの選手たちとの一体感を生ん
だ。守備の要としてキャッチャーマスクをかぶる福
永主将も「試合の状況や監督の考えることを整理し
て選手に伝えている。足りない部分は４年生がカバ
ーしてくれる」と信頼を寄せ、チームの結束が勝利

硬式野球部

東都優勝導いた
４年生の団結、結束力

試合中、大きな声で指示が飛ぶ国学院ベンチ（東都大学野球春季リーグ・亜細亜大１回戦）

優勝の原動力となった４年生たち

の要因だったと明かす。
　春秋連覇を目指す秋季リーグ、そして果たせなか
った日本一へ。「このままでは終われない」と話す福
永主将は「もう一度４年生の団結、結束力が必要」
と決意を新たにする。鳥山監督は「戦国東都を制す
ることは偶然ではない。心技体の基礎力が備わって
こそ」と話す。その上で「これから、より現実味を
もって日本一に挑める。リーグ優勝を喜ばなくなる
チームにしたい」と選手たちの飛躍に力を込めた。

取材記事の詳細は
国学院大学メディアに公開


